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今から 二十 年 も 前、 特に 青年ら しい 感傷に 耽りが ちで 

あった 当時、 私の 通って 居た 学校が、 靖国 神社の 近く 

にあった。 それで 招魂 祭に はよ く、 時間の 間 を 見て は、 

行き/^ した もの だ。 今 も ある やうに、 其 頃から あの 

馬場の 北側に は、 猿芝居が かゝ つて ゐた。 ある 時 這 入 

つて 見る と 「葛の 葉の 子 別れ」 とい ふの をして ゐる。 

猿 廻し が 大した 節 廻し もな く、 さう した 場面の 抒情 的 

な 地の文 を 謡 ふに 連れて、 葛の 葉 狐に 扮 した 猿が、 右 

顧 左眄の 身ぶ り をす る。 



人の 其 伝説に 関する 知識 も 限界 をつ けられた ことにな 

る。 其 作物が 世に 行 はれ ゝば行 はれる だけ、 其 勢力が 

伝説 を 規定す る ことにな つて 来る。 長い 日本の 小説 史 

を 顧る と、 伝説 を 固定 させた 創作が、 だん，^ くづさ 

れて 伝説 化して いった 事実 は、 ざら にある こと だ。 

大内鑑 の 今一 つ 前の 創作 物に あたって 見る と、 角 太夫 

シ ノダヅ マ 

節の 正本に、 其が ある。 表題 は 「信 太 妻」 である。 併 

しこれに も、 尚 今一 つ 前 型が あるので、 その 正本 は ど 

こに あるか 訣ら ない が、 やはり 同じ 名の 「信 太 妻」 と 

いふ 説経節の 正本が あった やうで ある。 「信 太 妻」 の 

名義 は 信 太に ゐる 妻、 或は 信 太から 来た 妻、 どちらと 



の 部屋に 這 入って 見る と、 父親が 京で 立て、 置いた 卒 

塔婆が、 そこに 立って 居た。 卒塔婆の 産んだ 子供と 言 

ふので、 霊 童と 呼んで 居た よしが、 見えて 居る。 此本 

の 系統が、 英 草紙に なり、 雨 月 物語に なりした の だか 

ら、 上田 秋 成が 「浅 茅が 宿 (雨 月 物語の 内)」 の 暗示 を 

こ、 に 獲た の は 疑 ひないで あらう が、 似て 居る のは卒 

塔婆の くだりで、 外の 部分 は、 今昔 物語に ある 京の 妻 
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を 棄てゝ 地方 官 について 下った 生 侍が、 五 年 目に 上 

京して、 妻の 死体と 寝た 話の まる 写しな ので ある。 最 

上へ 訪ねて 行った 父親 は、 信 太 荘司に よく 似て 居る で 

はない か。 



つた。 

人間に 近い 生活 をした ものと して、 最後の 抒情詩 を 記 

念に 止めさす の も、 吾々 の 民族 心理の 現れ だな ど、、 

簡単な 心理 説明で は 説明 はっかない。 人間で ない 性質 

の ある 者まで、 歌 を 読み 残して 居る ので ある。 

女 化 原に 就て は、 今一 つ 本家 争 ひ をす る 者が ある。 常 

陸 栗 山の 栗 山 (蜀山 は 大徳と 言 ふ) 覚左衛 門、 行き 暮 

れた女 を 泊めて やった 後 (蜀山 は 行き 逢うた 女と いふ) 

夫婦 暮し をして 居る 中に、 同じ 手順で 化けの皮 を 露し 

て、 子 を 棄てゝ 逃げ 還った。 此も歌 を 書き残した 事に 

なって 居る。 比 方で は、 女 化 原と 言 はず、 



みどり 子が 跡 を 尋ねば、 うなば か ^ 原に 泣 

く/^ 臥す と 答へ よ 

と 原の 名 を 読み込んで 居る。 蜀 山人 は、 其 家の 主人 

代々 顔 長く 口 尖って 居る と 書いて ゐる。 此 話が 記録せ 

られる 時分に は、 地名 は 既に 女 化 原と なって 居た のに、 

歌 だけ は、 昔の 儘に 固定して 居た と 見える。 百姓が 耳 

から 耳への 口 うつしの 話に、 なぜ 短歌の 挿入が 必要な 

の だら うか。 話し手な どよりも、 数 段 も 上の 境涯に 居 

る ものなる 事 を 見せる 為であった 事 は、 考 へられる の 

である。 

馬 琴な どの 仲間の よりあ ひ 話を録 した 「兎 園 小説」 に 



いと 言 ふ 事に なった が、 此子 成人の 後、 孫 右衛門 を 襲 

いだが、 処の人 は 「狐お ぢ い/ \」 と言うた。 後に 発 

心して 廻 国に 出た が、 其 儘 帰って来な いと 伝へ て 居た。 

^^は 幼少の 時 其 家に 行って、 狐の 母が 残した おもち 

や を 見た 事が あつたと ある。 此 はもう 歌 を 落して 居る。 

土焼きの おもちゃ を 子供に 持って来て、 置いて 行った 

など は、 近代的と でも 言 はう か。 なまじっかな 歌 を 残 

すよりも、 憐が 身に 沁む ではない か。 此 三つの 話 は、 

土地の 近い 関係から、 大体 同じ 筋に 迪られ る。 

こゝ まで 話が 進む と、 最初 そんな 愚かな 事が、 と 言 ふ 

様な 顔 をして ゐられ た あなた 方の 顔に、 ある 虔 しさ 



其 代りに は、 其 家が 段々 富み 栄えて、 長者に なった と 

言 ふので ある。 

なぜ 此人を 物臭 太郎 と言うた のか 判然し ない 辺から 見 

て も、 頗 古い 話の 「ある 人」 にあり 合せの、 其 地方の 

立身 一番の 人の 名 をく つ、 けた、 V けで、 つまり は 田舎 

人の さう した 点に 対する ものぐさから 出た もので あら 

う。 此は 「炭焼き」 や 「芋掘り」 の 山人の 出世 を 助け 

る 高貴の 姫の 話が、 狐 腹の 家の 物語に 入り込ん だもの 
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と 見て よさ、 うで ある。 松 本 平 辺 は、 玄蕃ノ 允の 様 

な 長命の 狐の 居た 処 とて、 如何様 狐の 話が 多い。 

保 福 寺 峠の 麓、 小 県 郡の 阪井 は、 浦 野 氏の 根拠地で あ 



つた。 浦 野 弾 正 尚 宗の女 は、 小 笠 原 家に 嫁いで、 長 時 

を 生んだ (又、 正忠の 女、 長 時の 妻と も)。 此 奥方の 生 

みの 母 も 狐であった。 浦 野 家で は、 それ以来 皆、 乳首 

が 四つ ある 事に なった、 と言うて 居た。 小 笠 原の 奥方 

並びに、 其 腹の 子た ちに は、 そんな 評判 は 立た なかつ 

たが、 其で も 狐 だけ は、 小 笠 原 家に つき 纏うて 居る。 

小 笠 原 家が、 豊前小 倉に 国替 への 後、 突如と して 狐が 

姿 を 現した。 貸本屋 本から 芝居へ 移って、 今尚 時々 見 

聞きす る、 小 笠 原 隼 人 を 中心とした 小 笠 原 騒動の 一 件 

は、 由来が 遠い 処に あるので ある。 長 時 は、 小 笠 原 家 

に は 大切な 人で ある。 



蒲 生氏郷 も、 狐の 子 だと 言 ふ 伝へ が ある。 偽書と 称せ 

られて 居る 「江 源 武鑑」 と 言 ふのに ある 話で、 尠 くと 

も 「江 源 武鑑」 の 出来た 時に、 さう した 伝説が、 何 か 

の 書物 か、 民間の 伝へ にあった 事 だけ は 信ぜられる。 

江 州 日 野の 蒲 生 氏定の 奥方が、 急に 逃げ出して 了うた。 

実は、 三年 前に ほんとうの 奥方 をば 喰 ひ 殺した 狐が、 

後釜に 据リ 込んで 居て、 忠三郎 (氏郷 の 通称) を 産ん 

だので あつたと 言 ふ。 さすれば、 氏郷は 狐の 子で ある 

から、 秀 いでた 処が あるの だ、 と 見た 人々 の 心 持が わ 

かる。 蒲 生家に ついては、 別に 狐 腹なる 為の 身体 上の 

特徴 は 言 ひ 1M へて 居ない 様 だ。 



来たので、 例の 歌 を 残して 去って 了うた。 子 は 成人し 

て 陰陽師と なった。 都に 呼びよ せられた 時、 母の 恋し 

さに、 和 泉 国 信 太 ノ杜へ 尋ねて 行って 拝んで 居る と、 

年 経る 狐が 姿を顕 した。 其が、 晴 明の 母の 正体だった 

とい ふので ある。 
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合理的な 議論 を 立てれば、 人 まじ はりの 出来ぬ 漂浪 民 

の 女 だから、 畜生と 見て 狐に なって 去った とい ふので 

あらう。 殊に 信 太 ノ杜の 近くに は、 世間から 隔離 せら 

れて 居た 村が 今 も あるから、 其処から 来た 女 だら うと 

言 ふ 様な ， J とも 言 はれよう。 ， ，- ん なぁぢ きない 知識 も 

後世に は 其 部落の 伝説と なる かも 知れない。 此 記載が 



らう。 簠簋 内伝抄 では、 問題に なって 居ない 点で ある。 

意識 上の 事実 も あらう が、 多く は 無意識的に、 色々 な 

記憶 —— 時として 個人の 胸に 再現す る もの を 籠め て I 

I を 持ち出して 居る ので ある。 「物臭 太郎の 双紙」 と 

同じ 傾向で、 所謂お 伽 双紙の 中に こめられて 居る 「狐 

の 双紙」 と 言 ふの を 見る と、 或 僧都が 家に 居る と、 乗 

り 物 を もって 迎 への 者が 来る。 其に 乗って 行く と、 立 

派な 家に 入った。 僧都 は、 其処の 女 あるじと 契り を こ 

める 事になる。 暫 らく 其 家で 募して 居た 処が、 或 日、 

若僧が 二三 人、 錫杖 を ふり 立て ゝ 出て 来た。 其 を 見る 

と、 女た ち は 大騒ぎして 逃げ 散った。 ふっと 目 を覚す 



平安朝の 極の 初め、 嵯峨 天皇の 時に 出来た もの だが、 

内容 は 殆ど 奈良朝 気分 を 持って、 奈良 以前の 伝説 を 書 
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いて 置いた 日本 霊異 記の 中に、 美 濃の 国の 狐ノ直 (又、 

美 濃 狐) と 言 ふ 家に 関した 伝説が 載って ゐる。 欽明天 

皇の 御代、 其 家の 祖先なる 男が、 途中で 遇うた 美しい 

女 を 連れ戻って、 夫婦に なった。 其 女が、 子ども を 産 

んだ。 其 子の 産と 殆ど 同時に、 其 家の 犬が 亦 産 をした。 

其 犬の 子が、 翌年の 春、 庭 を 歩いて 居る 其 女房に 咬み 

ついた。 驚いた 余りに、 元の 姿を顕 して、 垣に 逃げの 

ぼって、 家 を 出て 行かう とした。 夫が なごり を 惜しん 

で、 此か らも 毎夜 「来つ ゝ 寝よ」 と 言 ふと、 夜 は 来る 



て くれと 男に 言 ふと、 明日お 前の 櫛笥の 中に 這 入 つ て 

居ようと 言うた。 箱 を 開けて 見る と、 蛇が 居た ので 驚 

きの 声を立てた。 すると、 おれに 恥 を 見せた と 言って 

去った と 言 ふのと である。 百 襲 媛 は 事実 皇族 出の 巫女 

であった。 其に 神が 通うた ので ある。 前の 方に は 蛇の 

事 はない が、 三輪の 神 を 蛇体と 考 へて 居た 事 は 事実で 

ある。 

此 系統の 話で、 九州の 緒 方 氏の 伝説 は、 其 家が 元 

大神 田で、 三輪 (大 神々 社) 社に 関係あった 家筋で あ 

る 点から、 注意すべき ものである。 緖方 氏の 先祖 は 蛇 

である。 自分の 処へ通 ふ 男の 家 を 知る 為に、 糸 をと ほ 
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した 針 を 領 にさし 込んで、 翌朝 糸 を 伝うて 行く と、 

姥个嶽 の 洞穴 で 止って 居た。 中で 非常に 呻く 声が し て 、 

針が 首にさ、 つて、 自分 はもう 死ぬ、 併し、 子 はお 前 

に 宿って 居る から、 其 を 育て、 くれと 言うた。 一度 姿 

を 見せて くだされと 言 ふと、 中から 大きな 蛇が 首 を つ 
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き 出した。 其 孫に あたる 人 を 「あか、 V り大 太」 と 言つ 

て、 鱗の 様に 皮膚が きれて 居た と 言 ふ。 其から して、 

緒 方 氏の 家長になる 人に は、 皆 背中に 鱗が 生えて 居る 

と ある。 日本中に、 鱗 や 八重歯 を 一 族の 特徴と する 家 

が、 かなり ある 様で ある。 此が 即 前に 言 ひ 置いた 浦 

野 一 族の 乳の 特徴と 一 つの ものである。 



わが 庵 は 三輪の 山 もと。 恋 ひしく ば、 とぶら ひ 来 

ませ。 杉 立てる かど 

の 拗れた 形に 過ぎない。 

ところが、 顕昭法 橋の 「顕 註密 勘」 に は、 同じ 歌が、 

こんな 話の 中に 伝って 居る。 伊勢 国奄芸 郡に 一人の 獵 

師が 居た。 ある 夜、 山で 鹿 を 待って 居た 処、 鹿 は 来な 

いで、 闇の 中に ぎろん \ 光る 大きな 眼の 物が 来た。 獵 

師が矢 を 射る と、 逃げて 了った。 其 跡 をつ けて 行く と、 

古塚の 穴に 這 入って 居る 様で ある。 穴の 外に、 神 女が 

一 人 居て 言 ふに は、 あれ は 化け物で ある。 自分 は あの 

化け物に 捕れて、 大和から こゝへ 来た もの だ。 あれ を 



上に あつたの である。 

沖 網の 話の 序に、 今一 つ 言 ふと、 先 島 (八重 山. 宫古 
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諸島) 辺で はよ く、 あの 一 族で は 何の 魚類、 此門 中で 

は 某の 獣類と 言 ふ 風に、 ある 家筋に 限って、 喰 ふ 事の 

禁ぜられて 居る 動物が、 大抵 どの 家々 にも、 一 つ 宛 は 

ある 様 だ。 譬 へば、 鱔 • 海亀 • 鮪 • 儒良 • 犬 • 永 良 部 

鰻の 様な 物に 対して、 厳重な 禁制が 保 たれて 居る ので 

ある。 さう して 其 理由 を、 祖先が 其 動物に 助けられた 

から、 又は 祖先 其 物 だから、 と言うた りして 居る。 

祖先 を 動物と する 中 著し いのは、 八重 山人 は 蝙蝠の 子 

孫、 宫 古人 は 黒 犬の 後裔と 称する 事で ある。 二つの 島 



人 どうし 互に、 さう 言って 悪口 を つきあうて ゐる。 だ 

から 此島々 では、 家々 で 大事の 動物の ある 上に、 島と 

しての 疎かなら ぬ 生き物が ある 訣 なので ある。 

部落 を 拡げて 考 へれば 島と なる が、 小さく して 見れば、 

家々 であり、 一族で ある。 つま リ、 一族の 生活 を 規定 

し、 或 信頼 を 担うて ゐる 動物の ある 事が 考 へられる。 

津 堅の 島 (中 頭 郡) では、 島の 六月の 祭り を 「う ふ あ 

ゥ ガン あたかも ザ ン 

なの 拝」 と言うて、 其 頃 恰 寄り 来る 儒艮 を 屠って、 

御嶽々々 に 供へ る。 其 あまりの 肉 や 煮汁 は、 島の 男女 

がわけ 前 をう けて 喰 ふ。 島 以外の 人 は、 島の 中に、 

儒良 御嶽なる 神 山が あ つ て、 此 人魚 を祀 つ てゐ ると 言 



ふが、 島人に 聞けば きっと、 苦い 顔で 否定す る。 さう 

して 昔 は、 人魚で なく、 海亀 を 使うた と 言 ふ。 併し 今 

こそ 儒良が 寄ら なくなつ たので、 鱔を 代りに 用 ゐる事 

にして 居る の は 事実 だが、 海亀 は 現に 沢山 居る の だか 

ら、 其 来 なくなった 代りに 使うた ものと は うけとれぬ。 

何に しても、 特殊な 感情 を、 此 海獣に 持って ゐる事 だ 

け は 明らかで ある。 

又、 此 島と 呼べば 聞え さうな 辺に ある 一 つの 土地で は、 

ことば 

血縁の 深さ 浅 さ を 表す 語に、 まじ、 ゑ、 か. ぶつぐ 

ゑ 、 かと 言 ふの が ある。 ゑ ゝかは 親類、 まじ、 は 赤身、 

ぶつぐ は 白い ところ 即 脂身で ある。 死人の 赤身 を 喰 



べるのが 近い 親類で、 遠縁の 者 は、 白身 を 喰 ふから だ 

と 説明して ゐる。 

此 二つの 話に 現れた、 死人の 命 を 肉親の からだに 生か 

して 置かう とする 考 へと、 今一 つ、 神 及び 村の 人々 が 

共に 犠牲 を 喰 ふと 言 ふ 伝承と を 結び付けて 見て、 気の 

つく 事 はかう である。 

動物 祖先 を 言 はぬ 津 堅の 島に も、 曾て は 儒良に 特殊な 

親しみ を 持って 居たら しい。 其が 段々 に、 一 つ 先祖 か 

ら岐れ 出て、 海獣で 先祖の 儘の 姿で 居る といった 骨肉 

感を 抱く 様になり、 祖先 神の 祭りに 右の 人魚 を 犠牲に 
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して、 神と 村人との 相嘗に K へた もので あらう。 



さ う 言 へば、 黒大の 子孫 だと 悪口 せられる 宫 古島に も 

八重 山人な どに 言 はせ ると、 犬の 御嶽が あって、 祖先 

神と して 敬うて ゐる など 、 言ふ嗜 もす る。 

かう した 事実 や、 考へ 方が、 当の 島々 に は 行 はれて 居 

ないか も 知れない。 だが 尠くとも、 さう した 噂 をす る 

他の 島々 • 地方 (ぢ かた) の 人々 の 見方に は、 その 由 

来す ると ころの 根が、 却って 其 人々 の 心に も あるので 

ある。 めいくの 村の 古代 生活に、 引き当て、 考 へて 

ゐる に過ぎないの だ。 これ を 直 様、 とうて みずむ のな 

ごり と 見なくても よい。 が、 話の 序に 少し、 此方 面に 

も、 探り だけ は 入れて 置かう。 



も 尚、 此 香炉に 対する 信仰の 形 は 近代化し きっても 居 

ない。 八重 山の 石垣 島で は、 とりわけ 此考 へが 著しく 

残って 居る。 此島 では、 女の 香炉 を こんじん (古風に 

は、 かんじんと 発音す る) と 言 ふ。 祖先 かと 言へば、 

祖先で もな く、 村の 神 かと 思へば、 村の 神で もない。 

唯 知れて 居る の は、 母から 娘へ、 順ぐ りに 譲って 行く 

神 だと 言 ふだけ である。 恐らく、 罔 極の 世の 母から、 

分け 伝へ て 来た 神 かと 思 はれる。 亭主に も、 息子に も 

拝ませないで、 女ば かりの 事へ る 神が、 沖緦の 家庭に 

は ある 事になる ので ある。 琉 球の 神人 は 悉く 女性で は 

あるが、 拝む 事 は、 男 も 勿論す るので ある。 にも 係ら 



垂仁 天皇の 皇子 ほむち わけが、 出 雲 国 造の 娘 ひなが 媛 

の 許に 始めて 泊って、 其 様子 を 隙 見す ると、 をろ ちの 

姿に なって 居た ので 遁げ出す と、 媛の 蛇 は 海原 を 照し 

て 追うて 来たと ある。 此 話に 出産の 悩み をと リ 込んだ 

のが、 海神の 娘と よた ま 媛が 八尋鰐 或は、 龍に なった 

と 言 ふ 物語で ある。 此 まで 重く 見られた 産の 為と する 

考へ は、 寧、 後に つき 添うた 説明で ある。 

おなじ 事 はい ざな ぎの 命 • いざなみの 命の 離婚の 物語 

にも、 言 ふ 事が 出来る。 見るな と 言 はれた のに、 見ら 
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れ ると、 八つ 雷 (雷 は 古代の 考へ 方に よれば 蛇で あ 

る) が 死骸に 群って 居た。 其 を 見て 遁げ出した 夫 を 執 



ねく 追跡した と 言 ふの も、 ひなが 媛の 話と、 ちっとも 

違うて ゐ ないで はない か。 死骸 を 見 露して 恥 を 与へ た 

とて、 怒った とする の は、 やはり 後の 説明な ので あつ 

た。 

此 等の 話に 爬虫が 絡って ゐ るの は、 訣の ある 事で ある。 

異 族の 村の 生活 を 規定す る 信仰の 当 体 を、 庶 物の 上に 

考 へたから である。 更に 其 上に、 長 虫 を 厭 ふ 心持ちの 

影 を 落した の は、 異 族の 生活 を 苦々 しく 眺めが ちの 心 

持ちから 来た ものな ので は あるまい か。 

後々 に は、 一 つ 先祖から 出た 血つ y きの 物と 見、 又袓 

先の 姿 を 其 物に うつして 考へ、 更に 神とまで も 向上 さ 



せる 様になった とも 思 はれる が、 もっとう ぶな 形の 信 

仰が、 上の 物語の 陰に 見える ではない か。 

たと ひ、 我が 古代に とうて む を 持った 村々 が、 此 国土 

の 上に なかった としても、 其 更に 以前の 故 土の 生活に 

於て、 さう した 生活 原理 を 持たなかった と は 言へ ない 

様で ある。 神の 存在 を 香炉に 飜 訳して 示す 様になった 

よりも 以前の、 こんじんの 形を考 へて 見れば、 其が、 

儒艮で あり、 豚 • 海亀 • 鮪 • 犬であった かも 知れない 

ので ある。 さなく とも、 異 族の 村から 妻の 将来した 信 

仰 物が、 女でなくて は 事 へられぬ 客 神 (まらう どが み) 

として、 今 も 残って 居る だけの 説明 はっく。 



物が、 人間と 結婚して 子 を 生んだ と 言 ふ 様な 話 を、 即 

座に とうて みずむ の 痕跡と 見て 了 ひたくなかった 為で 

ある。 

このはな さくや 媛 や、 いはな が 媛の 名が、 単に 名た る 

に 止らないで、 生命の まじな ひに 関聯して ゐ たの を 見 

ると、 木の 花や、 巌石 をとう てむ として 見た 俤が、 見 
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えぬ でもない。 寿詞. 祝詞に、 植物 や、 鉱物に よって、 

長寿 を予 祝す る 修辞法の 発達して 居る の も、 単純な 譬 

喩で なく、 やはり 大山 祇神 がした 様な とうて むによ 

る まじな ひから 起って 居る のか も 知れない。 

神道の 上で、 太陽 を 祖先 神と 考 へる 様になつ たの は、 



一 つや 二つの 原因から ではない。 が、 大和 を 征服した 
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団体が、 日光に 向 ふ (即、 抗ふ) とか、 背負 ふと か 言 

ふ 事 を、 大 問題に したと 言 ふ 伝へ も、 祖先 神 だからと 

言 ふ処に 中心が 置かれて は 居る けれども、 やはり 此方 

面から 説く 方が、 すらりと 納得が 行く 様で ある。 

とうて むに は、 世襲 せられる ものば かりで なく、 一 代 

ぎりの もの も ある。 おほさ V きの 命と 木蒐 ノ宿禰 の 誕 

生の 際の 事実 は、 此 側から 説くべき もの かも 知れない 

し、 ほの すせ リ . ほてり . ほ をり 或は、 ほむち わけな 

ど 言 ふ 名 も、 一 つ 範囲に 入る ものと も 思 はれる。 此 「葛 

の 葉の 話」 では、 とうて みずむ の 存在 を、 どこん \ 迄 



なり 後まで 残って 居た。 「親」 の 意義が 分化して、 お 

別 . みお やと 言 ふ 大昔の 語が、 母の 意に 使 はれた 事 は、 

鎌倉時代まで にも 亘 つ て 居る。 さう 言 ふ 語の 行 はれて 

居る 間、 其 組織 も 行 はれて 居た と 言 ふので はない。 更 

に 新しい 父系 制度が 行 はれて 居ても、 語 だけ は 残って 

母の 家で 成人した 子 を、 父が 迎へ とる 事が、 久しく 続 

いた 事 を 示して 居た と 言 ふので ある。 

想像に 亘る 事で あるが、 我々 の考 へられる 領分での、 

一等 古い 形 は、 子 を 生んだ 母が 何 かの 事情で、 本の 国 

に 戻って しま ふと 言 ふ 風の ものである。 前に 出た 三 つ 

のこと、 V わたし (絶縁 宣誓) の 話 は、 さきに 言うた 三 



して 置いて、 前の 論文の 間違うた ところ だけ を、 訂正 

の 積リで 書く。 

「妣が 国」 と 言 ふ 語 はす さの をの 命と いな ひの 命との 

身の上に 絡んで、 伝 はって 居る。 す さの をの 命 は 亡母 

(即、 妣) いざなみの 命の 居られる 根の 国に 憧れて、 妣 

が 国に 行きたい と 泣いた と ある。 いな ひの 命 は 熊 野の 

海で 難船に 遭うて、 妣が 国へ 行く と言うて、 海に 這 入 

つた。 此母 は、 海祇の 娘た まより 媛 を さすの は、 勿論 

である。 うっかり 見れば、 其 時々 の 偶発 語と も 見えよ 

う。 併し 此は、 われ/ \ の 祖先に 共通であった 歴史的 
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の 哀愁が、 語部の 口拍子に 乗って、 時 久しく 又、 度々 



くり 返されねば ならぬ 事情が あつたの であらう。 

此 常套語 を、 合理 式に 又、 無 反省に 用ゐて 来たの を、 

記. 紀は、 其 儘 書き留め たので ある。 以前の 考へ では、 

故 土 を 離れて、 移住に 移住 を 重ねて 行った 人々 の 団体 

では、 母系 組織の 下に 人と なった 生れの 国 を、 憶 ひ 出 

しくした 其 悲しみ を、 此 語に 籠め て 表した のが、 い 

つか 内容 を換 へる 事に なった の だと 説いた と 思 ふ。 併 

しかう した 考へ は、 当時 その 方に 向いて 居た 世間の 母 

系 論に かぶれて、 知らず くに 出て 来たので あったら 

う。 やはり、 我々 の 歴史 以前の 祖先 は、 物心つ く かつ 

かぬ かの 時分に、 母に 別れねば ならぬ 訣 があった ので 



ある。 

母 を 表す 害の^^ なる 語が、 多く は 乳母の 意に 使 はれ 

る 理由 も、 こ、 に 在る のかと 思 ふ。 とにもかくにも、 

生みの 子 を 捐てゝ 帰った 母 を 慕 ふ 心が 「妣の 国」 と 言 

ふ 陰影 深い 語と なって 現れた ので あらう。 

脇道に 逸れた 話が、 葛の 葉の 子に 別れて 還る 話の 組み 

立ての 説明に 役だった の はよ かった。 子どもと 村の 秘 

密行 事との 関係、 神託と 子どもとの 交渉 は、 前に 既に 

書いた が、 其 上に、 子 を 生む 事が 成婚の 理由で も あり、 

同時に 離縁の 原因に もな つた 古代の 母た ち は、 其 上に 

夫と 違うた 秘密な 生活様式の 為に も、 呪 はれて 居た の 



であった。 

一 〇 

日本の 神々 と、 動植物との 交渉 を考 へる と、 動物が 神 

である 事の 外に、 祖先 神と なって 居る 例 も、 ちらく 

ある。 其 上 神の 使 はしめ 又は、 使 ひ 姫と 謂 はれる 者が、 

沢山 ある。 人に よって は、 此 をとう て みずむ のな 一 J り 

と考 へる 向き も ある 様 だが、 此 ばか リ では、 とうて む 

の 意味に 叶 ふか 叶 はぬ か、 V、 先決問題になる。 

動物ば かり か、 神々 によって、 嗜好の 植物 も ある。 其 



うらに は 又、 ある 神の 氏子に 限って、 利用す る 事の 禁 

じられ て 居た リ、 喰 ふ 事 を 憚らなければ ならぬ 種類が、 

動物. 植物に 通じて、 多く ある こと は、 柳 田 先生 其 他 

が、 論ぜられ もし、 報告せられ もした。 此方 面に は、 

殊に 植物の 領分が 広い 様で ある。 大抵 その 原因と して、 

其 動植物の 障碍の 為に、 神が 失策せられ たからの、 憎 

みを頒 つの だと 伝へ て 居る。 此 神の 失策と する 説明 は、 

恐らく 或 神話の 結びつき があって、 元の 種 をく るみ 込 

んで 了うた もの だと 思 ふ。 元の 種なる 伝承が 忘られる 

世に なって、 民間 哲学が、 其 神話の 方へ、 原因 を ひき 

つけて 行った ので ある。 其 神話と いふの は、 全能なる 



ものと する 考 へのあった 事 は、 述べて 置いた。 若し か 

う 言 ふ 推定 を 進めて 行く 事が 構はないなら、 植物 は 姑 

く 措いて、 動物の 方 は 一 つの 大胆な 小結 論に 届く。 

記 -紀 からよ く 引かれる、 猿の 声 を 伊勢の 皇大 神の 使 

ひと 考へ、 白 猪 を 胆吹山 神の 使 ひと 見た と 言 ふ 伝へ は、 

果して 近代の 使 はしめ と 同じ 内容 を 持って 居る か、 ど 

うか 疑 はしい。 併し、 力の 優れた ものに 役せられ る 精 

霊が、 さう した 姿な り、 声 を 以て、 神の 命じた 用 をた 

しに 来る、 とした 考 へのあった 事 だけ は訣 る。 

使 はしめ の考へ は、 此と 離して 見ても、 古くから ある。 

「手代」 と 言 ふの も、 奈良時代に 既に 見えた 語で、 神の 



手 其 物と して 働く ものである。 此為 事が 人間に 移って、 

手代 部なる 部 曲 さへ 出来た。 武家時代に はみ さきと 言 

うた 様 だ。 神の 前駆 者の 意で あらう。 神慮に 随ふ 部分 

は、 役 霊と しての 要素 を 持って 居る が、 其 成立に は、 

尚 一 つ 違うた 側が ある。 

犠牲 をい けにへ と訓 むの は、 一部分 当って、 大体に 於 

て 外れて ゐる。 は、 神 及び 神に 近い 人の 喰 ふ、 調 

理 した 喰べ 物で ある。 ^^は 活け 飼 ひする 意で ある。 

何時でも、 神の 贄に 供へ る 事の 出来る 様に 飼うて 居る 

動物 を 言 ふ。 同時に、 死物の 様な 植物 性の 贄と、 区別 

する 語な ので ある。 我々 の 国の 信仰の 溯れる 限界 は、 



こ、 まで V ある。 併し 尚 一歩 を 進める だけの 材料 は あ 

る。 供へ 物なる 動物. 植物の 容れ物 は、 どうやら、 其 

中に、 神 も 這 入られた 神 座の 変化で ある 様に 見える。 

神と、 其 祭りの 為の I 生け贄」 として 飼 はれて ゐる動 

物と、 氏人と、 此 三つの 対立の 中、 生け贄になる 動物 

を、 軽く 見て はならない。 其 は、 ある 時 は 神と も考へ 

られ、 又 ある 時 は、 神の 使 はしめ とも 考 へられて 来た 

ので ある。 

遠慮のない 話 を すれば、 属性の 純化せ なかった 時代の 

神 は、 犠牲 料と 一 つであった 様に 考 へられる。 さう し 

て 次の 時期に は、 其 神聖な 動物 は、 一 段 地位 を 下げら 



使 はしめ の 意義 を、 正しく 見せて はゐ る。 けれども、 

山 王権 現 に対するお ほや まく ひの 神の 本体が、 もっと 

はっきり せぬ 間 は、 生得の 使 はしめ かどう か は、 疑 ひ 

の 余地が ある。 鳩 • 鴉 • 鷺 • 鼠 • 狼 • 鹿 • 猪 • 蜈蚣- 

亀 • 鰻と 言 ふ 風に、 社々 の 神の 使 はしめ の、 大体き ま 

つて 居る の も、 犠牲 料の 動物の 側から 見れば、 説明が 

つく。 

1 1 



ところが 一方 又、 地主 神 を 使 はしめ 或は、 役 霊と 見る 



おなじ 役ノ 行者に 役せられ た 大峰山 下の 前 鬼 • 後 鬼と 

言 ふ 鬼 も、 やっぱり、 吉野 山中の 神であった もの、 と 

思 はれる。 前 鬼. 後 鬼 共に 子孫 は 人間と して、 其 名の 

村 を 構へ て 居る。 仏者の 側で 似た 例 を あげれば、 數山 

に対して は、 八 瀬の 村が ある。 此 村の 祖先 も 亦 「我が 

たつ 杣」 の 始めに、 伝教 大師に 使 はれた 鬼の 後 だと 言 

ヽ o 

一 体^ I と 言 ふ 語 は、 いろくな 説明が、 いろくな 

人で 試みられた けれども、 得心の ゆく 考へ はない。 今 

勢力 を 持って 居る 「陰」 「隠」 などの 転音 だとす る、 漢 

音 語原 説 は、 とりわけ こなれ ない 考へ である。 聖徳 太 



子の 母君の 名 を、 神隈 とも 鬼隈 とも 伝へ て 居る。 漢字 

としての 意義 は 近くと も、 国訓の 上に は、 鬼 を^^と 

した 例 はない。 ものと かおに とかに きま つて ゐる。 し 

て 見れば、 此は 二様に お 名 を 言うた、 と 見る 外 はない。 

此名 は、 地名から 出た ものなる は 確かで ある。 其 地 は、 

畏 るべき ところと して、 半 固有名詞 風に おにくまと も 

かみく まとも 言うて 居た ので あらう。 二つの 語の 境界 

の、 はっきりし なかった 時代 もあった 事 を 示して ゐる 

ので ある。 強 ひて くぎり をつ ければ、 g の 方 は、 祀 

られて 居ない 精霊ら しく 思 はれる 点が 多い。 

八 瀬の 村 は、 比歙の 地主と も 見るべき 神の 子孫と 考へ 



たもので、 其 祖先 を 鬼と した もので あらう。 この 村 は 

延暦 寺に 対して、 寺 奴と も 言 ふべき 関係 を 続けて 居た。 

大 寺の 奴隸の 部落 を、 童子 村と 言 ふ。 寺 役に 使 はれる 

場合、 村人 を 童子と 言 ふからで ある。 八幡の 神宮 寺な 

どに も、 童子 村の 大きい のがあった。 開山の 法力に 屈 

服して、 駆使せられ た^ I の 子孫 だと 言 はぬ 童子 村に 

も、 高僧の 手で 使 はしめ の 如く せられた 地主 神の 後と 

言 ふ考へ はあった らうと 思 はれる。 童子が 仏法の 為に、 

力役に 任ずる 奴隸の 意味に 使 はれた ところから、 殿上 

ダウド ウジ 

人の 法会に 立ち はたらく 時の 名 を 「堂 童子」 と言うた。 

童子と 言 ふの は、 寺 奴の 頭の かっかう から 出た 称へ で 



ある。 ばらけ 髪 を わら はと 言 ひ、 髪 を はら、 にして ゐ 

る 年頃の 子ども を、 髪の 形 か ら わら はと 言 うたに 準じ 

て考 へる と、 寺 奴の 髪 を あげずに ばら かして、 所謂 「大 

童」 と 言った 髪な りで ゐ たからで ある。 柳 田 国 男 先生 

カブ 口 ケ パゥズ 

の考 へられた 「禿」 とも 「毛 房 主」 とも 言 ふ、 得度せ 

ぬ 半 僧 生活 を 営んだ 者 も、 元は 寺 奴から 出た ので ある。 

葛の 葉の 生んだ 子 を 「童子」 「童子 丸」 と言うた の も、 

J v> に 根拠が あり 相に 見える。 

鬼 は、 仏家の 側ば かりで 言 ふので はなく、 社々 にも あ 

る 事で ある。 村里 近い 外 山な どに 住み 残って 居た 山人 

を、 我々 の 祖先 は 祭りに 参加 させた。 さう して 其 を も、 



手職 もした 様 だが、 呪術 を 行うて 暮しを 立て、 行った。 

又 其 事へ て 居る 神の 功徳 を 言 ひ 立てに、 諸国 を 廻る 様 

になった。 其 村人の 特別な 能力が、 他の 村人から はこ 

は がられる。 呪咀を 事と すると 考 へられる 様になって、 

恐れが 段々 忌み嫌 ひに 移り、 長い間に は 卑しみと 変つ 

て 行く。 

神人の 本 村 は 固より、 漂泊した 村人が 旅先で 定住して、 

構 へ た 家な り 村な リが、 やっぱり さ うした 毛 嫌 ひを受 

ける。 「おさき 持ち」 「犬 神 筋」 「人 狐」 など 言 ふ 家筋と 

して、 人交りの ならぬ ものと なった の も 多い。 

神人の 念ずる 神 は、 不思議に も、 所属の 社 や 寺の 本殿- 



本堂に 祀る ところの 本筋の 神仏で ない 場合が 多い 様で 

ある。 漂泊 布教 者 は、 大方 は、 神 奴. 寺 奴 出身の 下級 

の 人々 であるが、 其 本 所の 本筋の 神仏 を 持って 歩いた 

ものと、 さう でない ものと があった 様で ある。 神人. 

童子 以外に も、 いろ/ \ な 意味の 半 俗の 宗教家が 流離 

して 遂に は 偉大な 新 安心 を 流布す る 事に もな つた。 其 

はお もに、 得度す る 事の 出来なかった 寺 奴の 側で、 神 

人の 末 は、 多く 浮ぶ 瀬がなかった 様で ある。 

カャ ダウ 

高野山 往生 院 谷の 萱 堂の 聖は、 真言の 本山に は、 寄生 

物と も 言 ふべき 念仏の 徒であった。 これ も 元は、 紀州 

由良ノ 浦の 海人から 出た 寺 奴で あらう と 思 はれる。 祇 



園の 神人であった 摂 津今宫 村の 神 は 「広 田」 である 事 

は 前に 述べた。 三輪の 神人なる 奄芸の 里人の 斎いた 

稲生の 古社 も、 三輪 明 神に は、 関係がない 様で ある。 

此 事に 就て は、 いろ/ \ な 事が 考 へられる。 第一 は、 

何の 血縁 もない 奴隸 に、 家の 神 を 拝ませる 事 をせ なか 

つたから は、 自由の なかった 神 奴 も、 信仰 は、 古く か 

ら強 ひられずに 来た ものと 考 へられる。 第二 は、 神 奴 

を^ I の 後と 見る 事が 出来れば、 祖先が 信仰せ ぬ 神の 

庭に 臨んだ 習慣 を 其 儘、 祭りの 人数に は備 つても、 祀 

る 所 は其祖 神なる^ I であった であらう。 第三 は ffli 

y を、 神 奴の 祖先と 考 へた かも 知れない、 と 言 ふ 点 



である。 神の 内容が 分解して、 i 代なる 「神 使」 の属 

性が 游 離して 来る と、 神 • 神主の 間に 血族関係 を考へ 

る 習 はし を 推し 及して、 神 使 ひの 血筋と しての 神 奴と 

言 ふ考へ 方が、 出て 来る 事 も ありさう だ。 さう すると 

元来 神 奴が 持ち 伝へ て 来た 信仰の 対象の 上に、 使 はし 

ゆの 姿が 重 つ て 来る 訣 になる。 かう 言 ふ 風に 想像して 

見る と、 神人が 使 はしめ を 駆使す る 様になる 道筋 も、 

わかる 様で ある。 何に せよ、 神人. 童子 共に、 普通と 

違うた 祖先 を 持って 居る とせられた 事 だけ は、 事実ら 

しい。 さう 言 ふところへ わり 込み 易 いのは、 動物 祖先 

の考へ である。 



だが、 角 太夫の 信 太 妻 以来、 歌 舞妓 唄に も 謡 はれた 葛 

の 葉 道行きの 文句に は、 「安倍の 童子が 母上 は」 と ある。 

此 辺の 詞は、 説経節 伝来の もの だら うと 感じられる も 

ので ある。 「安倍 ノ 童子」 と 言 ふ 名 は、 古くから 耳に 熟 

して 来た 為に、 固有名詞 らしい 感じの 薄い 語ながら、 

ある 落ちついた 味 はあった もので あらう。 必、 久しい 

間く リ 返された もの、 と 思 はれる 親し さが ある。 

た、 V、 安倍 氏の 子ども、 安倍 氏 (晴 明) になる 所の 子 

ども、 と 言 ふだけ の 事で は あるまい。 私 は、 此 安倍 野 

の 原 中に、 村 を 構へ た 寺 奴の 一群れが あって、 近処の 

大 寺に 属して 居た もので ないかと 見当 をつ けて 居る。 



識を 予期して ゐる 所から 出た 省略 やら、 最初の 作物な 

ら 書き落す はずの ない 失念な どが、 散らば つて 見える。 

角 太夫の 「信 太 妻」 にさへ、 そんな 処が ある。 

「信 太 妻」 は、 どの 社寺の 由来 • 本 地. 霊験 を 語る の 

か 明らかで ない。 強 ひて 言へば、 信太ノ 森の 聖 神社 か、 

その 末社ら しい 葛の 葉 社の 由来から 生れて、 狐が 畜生 

を 解脱して、 神に 転生す る 事 を 説いた 本 地 物だった の 

ではなから うか。 此を節 づけて 語り はじめた の は、 誰 

であらう。 「安倍 野 童子」 村に 就ての 想像が、 幸い 外れ 

て 居なかったら、 此 村の 童子であって、 漂泊 布教して 

歩いた 者の 口に 生れた 語り物が、 説経に 採り 入れられ 



て、 「安倍 野 童子」 の 物語と して 伝誦され、 遂に は 主要 

人物の 名と なって 了 ふ 様になった ものと、 考 へる 事が 

出来る。 

カャ ダウ ヒジリ 

前に 言うた 高 野の 「萱 堂の 聖 」 が 語り 出した と 想像せ 

られる 石 童 丸の 語り物が、 説経に とり 入れられる 様に 

なった。 而も 石 童の 父 を 莉萱と 言 ふの は、 謡曲で 見る 

と 「莂萱 の聖」 と ある。 さすれば、 萱 堂の 聖の 物語が、 

いっか 莂萱 の聖の 物語と 称 へられる 様になり、 作 中の 

人物の 名 ともなつ たので あらう。 

此も五 説経の 一 つで ある 「しんとく 丸 (又、 俊徳 丸)」 

は、 伝来の 古い ものと 思 はれる。 謡曲に は、 弱 法師と 



言 ふ 表題に なって ゐる。 盲目の 乞食に なった 俊徳 丸が、 

よろ- (^として 居る ところから、 人が 渾名 をつ けたと 

いふ ことにな つて ゐる。 併し 故 吉田東 伍 博士 は、 

弱 法師と 言 ふ 語と、 太平 記の 高 時の 田楽の 条に 見えた 

「天 王 寺の 妖霊星 を 見ず や」 と 言 ふ 唄の 妖霊 星と は、 関 

係が あらう と 言 はれた 事が ある。 其考へ を ひろげる と、 

霊 はらう とも 発音す る 字 だから、 え うれ いぼしで なく、 

Is I ゥ 

えう らう ぼしで ある。 当時の 人が、 凶兆ら しく 感じた 

為に、 不思議な 字面 を択ん だものと 見える。 

唄の 意 は 「今日 天 王 寺に 行 はれる よろ ばう しの 舞 を 見 

よ うぢ やない か」 「天 王 寺の 名高い よろ ばう しの 舞 を 



見た 事がない のか。 話せない」 など、 言 ふ 事で あらう。 

「ぼし」 は 疑 ひなく 拍子で ある。 白拍子の、 拍子と 一 つ 

である。 舞 を 伴 ふ 謡 ひ 物の 名で あつたに 違 ひない。 此 

も 亦 白拍子に 伝統の あった 天 王 寺に 「よろ 拍子」 の 一 

曲と して 伝った 一 つの 語り物で、 天 王 寺の 霊験 譚 であ 

つたの が、 いつの 程に か、 主人公の 名と なリ、 而もよ 

ろ/ \ として 弱げ に 見える 法師と 言 ふ 風に も、 直観せ 

られる 様になつ たので ある。 

サン セ ウダ ィフ サン ショ 

柳 田 先生 は、 おなじ 五 説経の 「山椒 太夫」 を算 所と 言 

ふ 特殊 部落の 芸人の 語り 出した もの、 として ゐられ る。 

かう 言 ふ 事の 行 はれる の は、 書き物の 台本に よらず、 



た 妻、 と 言 ふ 意 を 含んで 居る 様な の もお もしろ いと 思 

ヽ o 
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